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小の橋頭位アルケンのケイ素類縁体 1 を塩基配位により安定化した化合物 2 として単離し、その
構造および性質を明らかにした。第三章では第二章で得られた縮合多環式ケイ素クラスター3 の
熱反応を行い、カルベンのケイ素類縁体であるシリレン 4 の脱離を伴い予想外の骨格変換反応に






















 ケイ素クラスター11 を 4-(N,N-dimethylamino)pyridine (DMAP)存在下ベンゼン中 40 °C で加熱す

























で得られた 3のさらに高い温度での熱反応を検討した。化合物 3を 75 °C で加熱するとシリレン 4










Chapter 4. Disproportionation of Cyclotrisilene Triggered by Coordination of Lewis Bases 





究ではシクロトリシレン 8 がルイス塩基として働きうる THFや DME といった溶媒中において不
均化することを明らかにした。 
 化合物 8 はヘキサン、ベンゼン、トルエン、ジエチルエーテルおよび 1,2-ジクロロベンゼンと
いった非配位性溶媒中では安定に存在した。一方、THF や DME 中では室温において不均化が進










Chapter 5. Synthetic Study of Persilapolyenes by Disilene Catenation Reaction 







して t-BuOK を作用させることで SiMe3基を引き抜きジシレニド 18 へ変換した後、そのカップリ
ングによってテトラシラジエン 19を単離収率 77%で合成した。さらに 19に対して低温で 18-クラ
ウン-6-エーテル存在下 t-BuOKを作用させることでテトラシラジエニド 20の発生に成功した。化
合物 20 の発生は、NMR による直接観測および捕捉反応によって確認した。なお、これはテトラ
シラジエニドの発生、観測および捕捉に成功した初めての例である。テトラシラジエニド 20は溶














Chapter 6. A Novel Isomer of Cyclopentadienyl Anion 







ン 22 と t-BuOK の反応を行い、架橋ケイ素上の SiMe3基の引き抜きと続く異性化によって新規シ
クロペンタシラジエニルアニオン異性体 10 が得られることを見出した（Scheme 6）。X 線結晶構
造解析および理論計算によって 10 がホモ共役によって安定化された双性イオン型の共鳴構造と
して記述される電子状態を有していることを明らかにした。また、22 の SiMe3基を引き抜くこと








Chapter 7. Conclusion 
 本論文では、第二章から第六章で示す様々な不飽和ケイ素化合物の特異な構造、電子状態およ
び反応性の解明を行った。本結果は、環骨格内のケイ素－ケイ素二重結合や、複数のケイ素－ケ
イ素二重結合を有する不飽和ケイ素化合物は、二量化や不均化、分子内環化、骨格転位あるいは
電荷分離構造をとることなどによって、分子内のケイ素－ケイ素二重結合の数が少なくなる構造
をとろうとするという、高い不飽和度を有するケイ素化合物の本質を如実に示すものである。ま
た、本論文内で述べられているシリレンの脱離を伴ったケイ素骨格の拡張反応や、ジシレン連結
反応、分子の一部分の引き抜きと再導入といった反応は、未だ達成されていない様々な不飽和ケ
イ素化合物の合成につながる新戦略になりうると期待できる。以上、本研究は不飽和ケイ素化合
物の性質に関するより深い理解と、より多様な不飽和ケイ素化合物の創出に向けた新たな可能性
を与え、ケイ素化学、有機化学および有機金属化学のさらなる発展に大きく寄与する結果である。 
